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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

（注）23年3月期第2四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正が行われたため、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 122,267 1.9 15,409 △6.5 14,354 0.1 10,657 △2.6

23年3月期第2四半期 119,976 16.0 16,478 ― 14,343 ― 10,938 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 9,753百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △3,247百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 32.64 32.59
23年3月期第2四半期 33.49 33.44

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 511,724 330,179 61.2
23年3月期 479,793 323,945 64.0

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  313,059百万円 23年3月期  307,077百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

24年3月期 ― 10.00

24年3月期（予想） ― 10.00 20.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
  平成24年３月期業績予想の当期純利益及び１株当たり当期純利益については、現時点で合理的な業績予想の算定ができないことから、未定のため記載して
おりません。なお、当該理由等は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」に記載しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 245,000 2.4 24,000 △25.2 26,000 △20.4 ― ― ―



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対す
るレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成23年５月12日発表の連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、添付資料 ２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予
想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 337,560,196 株 23年3月期 337,560,196 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 11,039,727 株 23年3月期 11,043,485 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 326,515,352 株 23年3月期2Q 326,594,518 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、東日本大震災と原発事故による最悪期を脱し、生産・消費に回

復の兆しが見られました。先行きについては、欧州諸国の財政・金融不安、米国や新興国の景気停滞懸念、為替円

高等のマイナス要因があり、先行きは非常に不透明な状況にあります。 

当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）におきましては、セラミックス事業において、新興国に

おける乗用車販売が堅調であったことや、米国でのトラック販売の回復等により、コージェライト製ディ－ゼル・

パティキュレート・フィルター（ＤＰＦ）や触媒用セラミックス担体（大型ハニセラム）等の需要が増加いたしま

した。エレクトロニクス事業においては、震災影響によりインクジェットプリンター用機能部品の需要が減少した

一方で、昨年度の事業買収により半導体製造装置用セラミックスの需要が増加いたしました。一方、電力関連事業

においては、震災影響による国内需要の減少や中国市場の低迷等でがいしの需要は減少いたしました。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、自動車関連製品を中心としたセラミックス事業の増加により、前年同期

比1.9％増の1,222億67百万円となりました。利益面では、セラミックス事業では増益となったものの、震災影響に

よる需要の減少、操業度の低下に伴う利益率の低下、円高影響等により他系列は総じて低調に推移したことから、

営業利益は前年同期比6.5％減の154億９百万円、経常利益は同0.1％増の143億54百万円、四半期純利益は同2.6％

減の106億57百万円となりました。 

 セグメント別には、電力関連事業では売上高は前年同期比7.4％減の274億29百万円、営業損益は48億92百万円の

営業損失（前年同期は42億50百万円の営業損失）、セラミックス事業では売上高は同6.7％増の633億90百万円、営

業利益は同6.1％増の163億31百万円、エレクトロニクス事業では売上高は同1.3％増の315億55百万円、営業利益は

同26.2％減の39億26百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は5,117億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ319億31百万円増

加いたしました。これは有価証券やたな卸資産が増加したほか、海外生産拠点における設備投資の進捗に伴い建設

仮勘定が増加したことなどによるものであります。  

 負債合計は1,815億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ256億96百万円増加いたしました。これは主として

長期借入金が増加したことなどによるものであります。  

 また純資産合計は、利益剰余金が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ62億34百万円増加し3,301億

79百万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 セラミックス事業は、自動車関連製品を中心に業績は堅調に推移する見通しです。一方で、電力関連事業は、Ｎ

ＡＳ電池の火災事故を受けて、現在社内の事故調査委員会を中心に出火原因の究明と再発防止策の検討を最優先に

取り組んでおりますが、大口案件等の出荷計上が翌期にずれ込む見通しとなりましたことから、業績は大幅に悪化

する見通しです。エレクトロニクス事業でも半導体市況の悪化に伴う需要の減少等により業績が悪化する見通し

で、全社合計では、連結の売上高、営業利益、経常利益は前回予想を下回る見通しとなりました。また当期純利益

につきましては、ＮＡＳ電池の事故対応や安全対応に現時点では見積り困難な費用が発生する可能性もありますの

で未定とさせて頂き、合理的に見積り次第速やかに開示いたします。 

 なお、連結業績予想の前提となる10月以降の為替レートは１米ドル＝75円、１ユーロ＝105円としております

（期中平均為替レート：１米ドル＝79円、１ユーロ＝111円）。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



平成24年３月期の連結業績予想 （平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

 なお業績予想につきましては、現時点で当社が入手可能な情報に基づいており、実際の数値は今後様々な要因に

より予想数値と大きく異なる可能性があります。 

  

（注）前期実績は、会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）  

 米国会計基準を採用する一部の在外子会社では、従来、たな卸資産の評価方法を先入先出法又は後入先出法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、総平均法に変更しております。 

 この変更は、国際会計基準とのコンバージェンスにより、日本基準において後入先出法が廃止されたことを契

機に、親子会社間の会計処理統一を図り、たな卸資産の評価方法の見直しを行ったことによります。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前に比べて、前第２四半期連結累計期間の

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ72百万円減少しております。また、前連結会計年

度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は506百万円増加しておりま

す。 

  

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  
売上高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

1株当たり 

当期純利益(円) 

前回発表予想 (A) 

(平成23年５月12日 発表) 
 260,000   30,000  32,000   23,000   70.44

今回修正予想 （B）  245,000  24,000  26,000  －  －

増減額 （B-A)  △15,000  △6,000  △6,000  －  －

増減率 ％△5.8 ％△20.0 ％△18.8 ％－ ％－

（参考） 前期実績  239,363  32,102   32,671   24,428  74.80

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 49,177 52,561

受取手形及び売掛金 50,080 49,949

有価証券 42,037 52,764

たな卸資産 81,925 90,672

その他 18,587 19,179

貸倒引当金 △127 △195

流動資産合計 241,682 264,932

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 48,179 48,406

機械装置及び運搬具（純額） 46,812 47,337

その他（純額） 42,238 46,225

有形固定資産合計 137,229 141,969

無形固定資産 2,657 2,727

投資その他の資産   

投資有価証券 72,293 77,283

その他 26,148 25,025

貸倒引当金 △218 △213

投資その他の資産合計 98,223 102,095

固定資産合計 238,110 246,792

資産合計 479,793 511,724

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,330 24,030

短期借入金 5,121 5,276

1年内返済予定の長期借入金 10,107 10,116

未払法人税等 3,247 1,567

引当金 2,647 2,256

その他 28,146 26,624

流動負債合計 72,601 69,872

固定負債   

社債 20,000 20,000

長期借入金 34,000 64,326

退職給付引当金 16,162 16,085

製品保証引当金 2,029 1,731

その他 11,054 9,528

固定負債合計 83,246 111,672

負債合計 155,848 181,545



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 69,849 69,849

資本剰余金 85,136 85,135

利益剰余金 200,829 208,213

自己株式 △14,415 △14,411

株主資本合計 341,399 348,786

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,826 2,689

繰延ヘッジ損益 32 50

為替換算調整勘定 △37,525 △36,828

在外子会社の退職給付債務等調整額 △1,655 △1,639

その他の包括利益累計額合計 △34,322 △35,727

新株予約権 698 748

少数株主持分 16,169 16,372

純資産合計 323,945 330,179

負債純資産合計 479,793 511,724



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 119,976 122,267

売上原価 79,404 83,665

売上総利益 40,571 38,601

販売費及び一般管理費 24,092 23,192

営業利益 16,478 15,409

営業外収益   

受取利息 495 578

受取配当金 524 424

デリバティブ評価益 1,105 1,141

その他 763 551

営業外収益合計 2,889 2,696

営業外費用   

支払利息 548 551

為替差損 2,780 1,847

持分法による投資損失 1,199 996

その他 496 355

営業外費用合計 5,025 3,750

経常利益 14,343 14,354

特別利益   

固定資産売却益 21 15

特別利益合計 21 15

特別損失   

固定資産処分損 158 159

特別損失合計 158 159

税金等調整前四半期純利益 14,206 14,210

法人税、住民税及び事業税 3,332 3,290

法人税等調整額 △517 △183

法人税等合計 2,815 3,107

少数株主損益調整前四半期純利益 11,391 11,102

少数株主利益 453 445

四半期純利益 10,938 10,657



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 11,391 11,102

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,796 △2,182

繰延ヘッジ損益 △46 22

為替換算調整勘定 △11,792 798

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 △3

在外子会社の退職給付債務等調整額 － 15

その他の包括利益合計 △14,639 △1,349

四半期包括利益 △3,247 9,753

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,268 9,251

少数株主に係る四半期包括利益 21 501



 該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

   （注）セグメント利益の調整額15百万円は、セグメント間取引の調整であります。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

   （注）１.セグメント利益の調整額43百万円は、セグメント間取引の調整であります。 

 ２.会計方針の変更 

 （棚卸資産の評価方法の変更） 

 「２.サマリー情報（その他）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表

示」に記載のとおり、一部の在外子会社で、たな卸資産の評価方法を変更しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後のセグメント情報になっておりま

す。その結果、前第２四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失は、遡及適用を行う前と比較して、

「電力関連事業」でセグメント損失が１百万円増加、「エレクトロニクス事業」でセグメント利益が71百万

円減少しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

   

報 告 セ グ メ ン ト  

調 整 額 

（注）  

四 半 期 連 結

損 益 計 算 書
計 上 額

電 力 関 連 
事 業 

セラミックス
事 業

エ レ ク ト ロ
ニ ク ス 事 業

計

売上高             

外部顧客への売上高  29,613 59,203 31,158 119,976  － 119,976

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 16 229 － 246  △246 －

計  29,630 59,433 31,158 120,222  △246 119,976

セグメント利益又は損失（△） 

（営業利益又は損失（△）） 
 △4,250 15,394 5,319 16,463  15 16,478

   

報 告 セ グ メ ン ト  

調 整 額 

（注）１ 

四 半 期 連 結

損 益 計 算 書
計 上 額

電 力 関 連 
事 業 

セラミックス
事 業

エ レ ク ト ロ
ニ ク ス 事 業

計

売上高             

外部顧客への売上高  27,410 63,301 31,555 122,267  － 122,267

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 19 88 － 108  △108 －

計  27,429 63,390 31,555 122,375  △108 122,267

セグメント利益又は損失（△） 

（営業利益又は損失（△）） 
 △4,892 16,331 3,926 15,365  43 15,409

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



平 成 ２４ 年 ３ 月 期 第 ２ 四 半 期 決 算 発 表　 補 足 資 料

　　　平成２３年１０月２８日
　　　日本ガイシ株式会社

　　　　はH23/5公表値 　　　　はH23/5公表値

前　年 ２４年３月期

通　期

実  績 構成比 実  績 構成比 同期比 実  績 構成比 見  通  し 構成比 前期比

億円 億円 億円 億円

売   上   高   合   計 1,200  100% 1,223  100% 2% 2,394  100% 2,450  100% 2%

＜海 外 売 上 高 合 計＞ <653> <698> <1,258> <1,370> 

電 力 関 連 事 業 296  25% 274  22% -7% 539  22% 550  22% 2%

営　業　利　益　(%) △ 43  - △ 49  － - △ 81  － △ 120  － －

セ ラ ミ ッ ク ス 事 業 594  50% 634  52% 7% 1,243  52% 1,300  53% 5%

営　業　利　益　(%) 154  (26%) 163  (26%) 6% 311  (25%) 300  (23%) -3%

エレクトロニクス事業 312  26% 316  26% 1% 617  26% 600  24% -3%

営　業　利　益　(%) 53  (17%) 39  (12%) -26% 90  (15%) 60  (10%) -33%

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間売上消去 △ 2  △ 1  △ 5  -            

売上高比 売上高比 売上高比 売上高比

営     業     利     益 (%) 165  14% 154  13% -6% 321  13% 240  10% -25%

経     常     利     益 (%) 143  12% 144  12% 0% 327  14% 260  11% -20%

当   期　純   利   益 (%) 109  9% 107  9% -3% 244  10% -            -     -      

１     株     利     益

配     当     性     向

設　備　投　資 124  10% 130  11% 4% 253  11% 330  13% 30%

減   価   償   却   費 91  8% 90  7% -1% 190  8% 200  8% 5%

研   究   開   発   費 51  4% 53  4% 3% 114  5% 120  5% 5%

為 替 レート（円／＄）

為 替 レート（円／ＥＲ）

第２四半期累計

33.5円

29.9%

２３年３月期 ２４年３月期

第２四半期累計

32.6円

30.6%

-                     

-                     

91 82

２３年３月期

通　期

74.8円

26.7%

79

111

88

116121 115

2,600

800

1,200

300

320

230

600

△30

250

80

1,150

250

△40

600

115

300

35

110

100

70

（会計方針の変更）
一部在外子会社における棚卸資産の評価方法の見直しを行った結果、遡及修正され、前会計年度の通期及び第２四半期累計期間の営業利
益、経常利益、当期純利益が変更されております。



 平成２４年３月期 第２四半期累計期間 連結業績の要点 

① 概況 前年同期比増収減益 
 

電力関連事業はがいしで国内及び中国市場の需要が低迷したほかＮＡＳ電池の需要も低調。ｾﾗﾐｯｸｽ事業は自動車
関連製品で震災影響によるﾏｲﾅｽ影響があった一方で、新興国や欧米の需要が堅調。ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業は半導体市況の
悪化や震災影響による需要減により低調。 

 
② 事業別業績概況 
 
電力関連 ：前年同期比 22 億円の減収（為替影響△7 億円）。がいしは震災影響により国内需要が減少した他、中国市場

での需要低迷が継続し減収。ＮＡＳ電池も予定通りではあるものの大口案件の出荷はなく減収。利益は売上高
の減少や円高影響等もあり、前年同期に引き続いて営業赤字（為替影響△2 億円）。 

 
ｾﾗﾐｯｸｽ  ：前年同期比 40 億円の増収（為替影響△28 億円）。自動車関連製品は震災影響によるﾏｲﾅｽ影響があった

ものの、日系自動車ﾒｰｶｰの早期生産回復、新興国での堅調な需要、米国でのﾄﾗｯｸ販売の回復などから増収。
産業ﾌﾟﾛｾｽ関連は震災影響による前年からの案件完工時期のずれ込み等により増収。利益は売上高の増加に
より円高影響を吸収して 9 億円の増益（為替影響△4 億円）。 

 
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ：前年同期比 4 億円の増収（為替影響△13 億円）。ﾍﾞﾘﾘｳﾑ銅展伸材は市況の回復により増収。半導体製造装置

用ｾﾗﾐｯｸｽ製品は半導体市況が悪化するも米国での事業買収による寄与があり増収。ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ用機能
部品は震災影響等による需要の減少により減収。双信電機は情報通信ｲﾝﾌﾗ向けの需要減少により減収。利益
は品種構成の変化による利益率の低下や円高影響等により 14 億円の減益（為替影響△8 億円）。 

 
③ 為替影響 連結：売上△48 億円、営業利益△14 億円（前期 91 円→当期 82 円/$、121 円→115 円/ER） 
 

 平成２４年３月期 通期 連結業績見通しの要点 

① 概況 前期比増収も為替円高、震災影響、ＮＡＳ電池の火災事故影響等により減益の見通し。 
 

電力関連事業は、がいしが低調なほか、ＮＡＳ電池も火災事故による大口案件等の遅れにより低迷。ｾﾗﾐｯｸｽ事業は
自動車関連製品の需要が堅調で、値引きや円高影響を吸収して増収の見通し。ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業は震災影響による需要
の減少の他、半導体市況の落ち込みや円高影響により減収の見通し。営業利益は電力関連事業の赤字やｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
事業の落ち込みにより減益。当期純利益はＮＡＳ電池の火災事故対応や安全対応に見積り困難な費用が発生する可能
性もあるため未定。 

   
② 事業別業績見通し 
 
電力関連 ：前期比増収（為替影響△14 億円）。がいしは震災影響による国内需要の減少に加えて、中国での大口案件の

遅れや競合激化による売価下落の影響が継続し減収の見通し。ＮＡＳは返品を受けた前期比では増収も、火災
事故の影響により大口案件等が延期となり低調に推移する見通し。利益は売上高の減少、操業度の低下、円高
影響等により前期比で営業赤字が拡大する見通し。 

 
ｾﾗﾐｯｸｽ  ：前期比増収（為替影響△51 億円）。自動車関連製品は乗用車販売が欧米や新興国で堅調なことに加えて、

米国でのﾄﾗｯｸ販売台数も回復しており、円高影響や価格下落等を吸収して増収の見通し。産業ﾌﾟﾛｾｽ関連は
ﾘﾁｳﾑ電池向け焼成炉等の需要が伸張し増収の見通し。利益は自動車関連製品の売上高増加があるものの、
新拠点立上げ費用や円高影響等により前期比で減益の見通し。 

 
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ：前期比減収（為替影響△23 億円）。ﾍﾞﾘﾘｳﾑ銅展伸材は前期並みも円高や銅価格の下落、中国向け家電需要

の減少により弱含みの見通し。半導体製造装置用ｾﾗﾐｯｸｽ製品は事業買収による増収がある一方で、半導体
市況の悪化や円高影響により前期並みとなる見通し。ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀｰ用機能部品は震災影響等により減収の
見通し。双信電機は前期並みも中国向け鉄道需要の遅延や半導体市況の悪化により弱含みの見通し。利益
は品種構成の変化による利益率の低下や円高影響等により減益となる見通し。 

 
③ 為替影響 連結：売上△88 億円、営業利益△25 億円（前期 88 円→当期 79 円/$、116 円→111 円/ER） 
 
④ 配当見込み  中間 10 円、期末 10 円の年間 20 円を維持する予定。  
 

 



平成23年10月28日

日本ガイシ株式会社

業績概況(連結・上半期)
（億 円）

前年同期比

売        上        高 ＋1.9%

営    業    利    益 △6.5%

経    常    利    益 ＋0.1%

当  期  純  利  益 △2.6%

 前上半期(22年度)

106.6

143.5

154.1

1,222.7

当上半期(23年度)

109.4

143.4

164.8

1,199.8

154
165

63

290

349

220

61

105

135

65

109

128

210

353

289

58

143 144

10

50

70

120

258

188

37

109 107

1,063
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1,218

1,737

1,523

1,034

1,434
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H16年度
108円/$

  132円/ER
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107円/$
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116円/$

  143円/ER

H19年度
120円/$

  160円/ER

H20年度
106円/$

  162円/ER

H21年度
95円/$

128円/ER

H22年度
91円/$

121円/ER

H23年度
82円/$

  115円/ER

億円
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1,000

1,200
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1,800
億円

営業利益

経常利益

当期純利益

売上高

為替ﾚｰﾄ



平成23年10月28日

日本ガイシ株式会社

業績概況(連結・通期)
（億 円）

前期比

売        上        高 ＋2.4%

営    業    利    益 △25.2%

経    常    利    益 △20.4%

当  期  純  利  益 -

 前期実績(22年度)

-

260.0

240.0

2,450.0

 当期見通し(23年度)

244.3

326.7

321.0

2,393.6

240

321

235

328

694

520

190

243

313

181

241

309

503

693

315

249

327

260

84

120

165

294

460

245

178

244

2,513

2,661

2,838

3,649

2,732

2,355

3,201

2,394 2,450

0
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300
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H15年度
116円/$

  132円/ER

H16年度
108円/$

  134円/ER

H17年度
111円/$

  137円/ER

H18年度
116円/$

  147円/ER

H19年度
118円/$

  162円/ER

H20年度
104円/$

  153円/ER

H21年度
94円/$

130円/ER

H22年度
88円/$

116円/ER

H23年度予
79円/$

  111円/ER

億円

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

億円

営業利益

経常利益

当期純利益

売上高

為替ﾚｰﾄ

ＲＯＥ 5.1%3.7% 6.7% 15.3%

一株当り
当期純利益

一株当り配当金 11円 11円

24.42円 34.75円

13円

48.99円

22円

136.36円

8.1%

22円

73.66円

6.1%

16円

54.51円

8.0%

20円

74.80円

10.8%

16円

87.23円

- %

20円

- 円

：19年度　ACE・N-E合併。環境事業を承継、新設分割によりNGK-Eｿﾘｭｰｼｮﾝ新設。
             NGK上海、N-UKを新規連結。連結対象56社・持分法適用2社
：20年度　NWS、NESを連結除外。ACM、NAMを新規連結。
             ﾒﾀｳｫｰﾀｰ㈱を持分法追加。連結対象56社。持分法適用3社
：21年度　NPCK・NOCK合併によりNCDK発足。高信ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｴﾑ･ｴﾚｯｸ合併により双信ﾃﾞﾊﾞｲｽ発足。
             連結対象54社。持分法適用3社。
：22年度　双立電子から双信ﾊﾟﾜｰﾃｯｸへ社名変更し、持分法適用から連結対象へ変更。
             連結対象55社。持分法適用2社。
：23年度　双信華科技（深圳）を新規連結。連結対象56社。持分法適用2社

連結対象

未
定
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